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学校名 あやの台小学校                 令和８年２月２５日 

学校関係者評価委員名 吉田政幸  森脇浩  永井孝之介  武藤廣重 

門多満州代  南出友里  守安久美  上野百代 
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 項   目       内           容 

１ 教育目標・重点目標の設

定に対する意見 

 

 

 

・進んで学び、考えることは、これからの社会を生きてい

く上で非常に大切なことなので、これを教育目標の第一

に掲げていることは素晴らしいと思います。重点目標も、

わかりやすいです。ＥＳＤはあやの台小学校の伝統だと

思うので今後も発展していくとよいなと思います。 

・昨年度と同じで、これから社会へ出ていく子どもにとっ

て必要な力を身に付けるためにも、「進んで学び、思いや

りのある、たくましい子の育成」という教育目標は良い目

標だと思います。重点目標も含めて来年度も継続してい

ただけたらと思います。 

・教育目標、重点目標は、まずは現状で良いのですが、高

ければ高いほど良いと考えます。なぜなら、限りなくゼロ

に近づくことはあれど完璧なゼロはありえないからで

す。 

・継続して取り組まれた教育目標は、子ども達にとって身

に付けてほしい力であり、望みたい姿であると思います。

考える力を育てること、行動できる力をつけること、子ど

も達の成長のために、これからも継続して取り組んでい

ただきたいと思います。 

・進んで取り組む習慣を小学生から学び、溢れている情報

の中から必要なものを自ら選べる人に育ってほしいで

す。重点目標の中で、特に読書の推進を評価いたします。

手軽に手に入れられるネットの情報ではなく、本のよう

な多くの人、時間を掛けて作られた信頼性の高い情報か

ら読解力を養ってほしいです。 

・「進んで学び、思いやりのある、たくましい子の育成」

という教育目標をじっくり時間を掛けて行っているの

は、とてもいいことだと思います。子ども達が成長してい

く上で大事なことだと思います。 

・継続して目標を設定し、児童自身の自分で考えて行動す

る自主性を大切にしているため、児童の成長と課題がよ

り分かりやすくなっていると思います。 



 

 

２ 目標や計画の達成状況

に対する意見 

 

 

 

・達成状況は具体的で、取組内容や、苦労した点、今後の

課題も明確に述べられています。運動が苦手な児童も目

的意識を持てた活動や、家読（うちどく）の話などに興味

を持ちました。防災キャンプについて、実りある学習の場

になったということに嬉しく思います。 

・目標達成のため先生が試行錯誤しながら取り組んでい

ただいていることがよく分かりました。「考える」ことは

本当に大切なことだと思います。学習するときでも、人と

関わるときでも、子ども達にはしっかり考えて行動でき

るようになって欲しいと思います。委員主催の「きのくに

チャレンジランキング」、考える楽しさを感じる授業づく

り、「あやの台フェスタ」のあや小ブース、ぜひ続けてく

ださい。 

・毎年成長し続けていると思います。皆様のおかげです。

多少のマイナス面は気にしなくてよいのではと。毎年、対

象者が変わるのですから。 

・日々子ども達と向き合い、取り組んでこられた状況がよ

く分かりました。ICT 機器の活用やアウトプットを意識

した実践や直接体験など、子ども達のやる気の向上や自

主的な学びに繋がる取組や工夫は素晴らしいと思いま

す。 

・各目標や計画について、達成状況や課題を詳細に記載し

ていただいています。保護者、地域の方も協力し、先生方

の負担を軽減し、子供が学校生活を振り返ったときに先

生方と楽しい思い出となるように、保護者も協力できれ

ばと思います。 

・「考える楽しさを感じる授業作り」先生方は大変だと思

いますが、ぜひ子ども達に感じさせてほしいです。 

・具体的方策により、様々な取組が実施されていて、児童

一人一人がその取組の中で自分が出来ること、達成感を

感じ、更に次のステップへ挑戦できるよう、今後も後押し

をお願いします。 

 

 

３ 自己評価結果の適切さ

に対する意見 

 

 

・適切に評価され、評価シートで概ね傾向がわかります。

今年度の方向性を維持しながらで良いと思われます。 

・適切に評価されていると思います。先生方による評価が

低いのが気になります。今年度、学級運営に苦労したクラ



 スがあったりと保護者から厳しい意見があったかもしれ

ませんが、先生方には自信をもって子ども達に接してほ

しいと思います。 

・適切か否かわかりませんが、積極的な考えで素晴らし

い。 

・どの項目も適切に評価されていると思います。 

・取組の達成状況を読み、適切に評価された結果だと感じ

ました。 

・様々なことがあり大変かと思いますが、適切に判断され

ていると思います。豊かな心の育成だけが「Ｂ」となって

いますが、「全職員で全児童を見ていく！」ということな

ので、これから期待していいます。 

・項目ごとに、それぞれの取組に対し、適切に評価されて

いると思います。 

 

 

４ 保護者アンケート結果

との比較についての意

見 

 

 

・紙のアンケートを先生方が目で見て、集計もされるため

に回収率も高いということで頭が下がります。ピックア

ップ項目で、注視すべき点を把握されていますので、今後

の改善につながることを期待いたします。 

・昨年度と比べると厳しい評価になってしまいました。し

かし、ほとんどの項目で高評価です。まず、これまでの取

組をしっかり継続し、今回出た保護者の意見、反省点を次

年度に生かしてほしいです。学力の定着は学校の授業だ

けでなく、家庭学習も同じくらい重要だと思います。授業

の改善の他に宿題や保護者への働きかけにも工夫が必要

だと思います。 

・保護者の方々も熱心に考えておられるので安心です。 

・「保護者としてできる限り学校の活動に協力するつもり

でいる」の結果を見ると、学校に期待している保護者が多

いということが分かります。評価が下がった項目におい

ては、改善点や課題を分析され、今後の取組に繋げていた

だきたいと思います。 

・一般の会社同様に人材不足の日本で、校長先生、教頭先

生（管理職の方）筆頭に先生方が頑張っていただいている

ことは保護者も理解しています。学校に要望や意見を持

てる事は、学校運営に期待している現れです。保護者も協

力し、子供のアンケート結果向上に繋げればと思います。 

・昨年度よりすべてにおいて肯定的な意見が減少したと

のことですが、保護者の思いを受け止め、来年度に向けて



少しでも改善していってほしいと思います。 

・児童の思い、保護者の願い、学校としての取組、それぞ

れが完全に満足いくものとするのは難しいと思います

し、予期せぬことも起こる中で、どう対応していくかが重

要だと思います。今後も、真摯な対応を続けていくことで

結果が追いついてくると思います。 

 

 

５ 次年度に向けての改善

方策に対する意見 

 

 

 

・改善策が具体的に示されていて良いと思います。地域行

事へのご理解ありがとうございます。 

・今年度の課題からしっかりと改善方策を考えられてい

ると思います。これまでの取組の継続はもちろんですが、

何か他に地域や子ども応援隊の力が必要なことがあれ

ば、協力したいと思います。 

・多くの立場の違う教育者が個性を生かしながら全力で

子ども達に生きる力を与えてくださっていると察しま

す。継続は力なりです。初心忘れずに。 

・子ども達が安心して学校生活が送れるよう、学校全体で

の情報共有や意思統一などを行いながら、取組を進めて

いただきたいと思います。 

・学校運営が難しい状況で、改善、継続の方策をしっかり

考えていただいていると感じました。次年度が、よい結果

を残せるように保護者も協力いたします。 

・「スクールプラン」を繰り返し確認し、全職員で同じ方

向を向いて取り組んでいくということなので、日々大変

かとは思いますが、頑張っていってほしいです。 

・日々、様々なことが起こる学校生活の中で、児童はもち

ろんですが、保護者も先生方も地域も一丸となって協力

し合っていくことが大切だと思っています。 

 

 

６ その他学校運営の改善

に関する意見 

 

 

 

・多様化する社会で、ＡＩの普及や、個人情報保護の観点

など、新しい課題への対応も多いと思いますが、これから

も、子どもたちの生きる力を育み、希望あふれる、あやの

台小学校であることを願っています。 

・昨年と同じで、家庭科支援や図書ボランティアなど「子

ども応援隊」の活動がこれからも継続できるように保護

者や地域の人に知っていもらいたいと思います。 

・協働によるまちづくりを推進するなか、学校・共育コミ

ュニティ・家庭・地域が目標を共有して互いに学びあう場



作りをして、夢・希望・目標のある人生を創るため、持続

可能な社会の創り手を育む教育を従来通りに継続してく

ださい。言うは易くて恐縮ですが不言実行もって不撓不

屈の精神で働いて働いてまいりましょう。お互いに関西

大阪万博のシンボルマーク「ミャクミャク」のように見る

目をたくさん持って輪になって笑いながら。 

・地域と共にある学校を意識した取組が継続して行われ

ており、学校も地域の一員という認識のもと、自治会や地

域との連携や協働を大事にされていることは、うれしい

ことだと思います。 

・学校と地域の関わり多くの小学校で、大きなテーマにな

っています。狭い地域にある小学校という利点を活かし、

地域全体で協力できる学校運営を行えればと思います。 

・防災キャンプにより自治会との関わりができたのは、い

いことだと思います。地域のみんなで、あやの台小学校を

見守っていけたらいいと思います。 

・あやの台は、地域との関わりも深く、たくさんの取組を

行っていると感じます。児童を真ん中に、保護者、学校、

地域がお互いを尊重しつつ、助け合っていくことが大切

だと思います。 

 

 

 


